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１．はじめに 

耐候性鋼 SMA490W を使用した T 橋について，下フランジに貼り付けたワッペン試験片を 1 年経過時点

および 3 年経過時点で各 3 枚回収し腐食減耗量を測定した．また，kett 社製電磁式膜厚計(LE-900J)を使用

して部位ごとに浮き錆厚を測定した．さらに，日鉄防蝕製の RST(Rust State Tester)を用いてイオン透過

抵抗値を計測し，浮き錆厚とイオン透過抵抗値の関係を図示して錆の状態を評価した． 
２．ワッペン試験片の腐食減耗量 

 T 橋下フランジ下面に貼り付けたワッペン試験片 3 枚   
を3年経過時点で回収した直後の様子を写真‐1に示す． 
鋼 3 径間連続鋼床版箱桁の T 橋は架橋から約 13 年を 

経過し，下流側の下フランジ下面には，うろこ状の浮き 
錆が橋軸方向に連続的に生じている．海岸線からの平坦 
な地形環境に起因すると考えられ，試験片の腐食減耗量 
を 1･3･5･7･10 年の各経過時点で測定し 100 年後の腐食 
減耗量を精度よく推定することを目的としている． 
  錆除去(鉄連法，中山ら，2004)後の試験片重量減から 
算出した腐食減耗量を図‐1 に示す．図中の上側の実線 写真‐1 ワッペン試験片 3 枚回収時 

(T 橋下フランジ下面 離岸距離 4.6km) は，外観評点 3 で 100 年後に 0.5mm 程度の腐食減耗量 
を予測した腐食予測曲線 1)である．3 年経過後の腐食減 
耗量(0.050mm)は予測曲線の上限内であったが，腐食環境は厳しいことが推察される． 
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図‐1 JIS 耐候性鋼の腐食予測曲線 1) 
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３．浮き錆厚とイオン透過抵抗値の関係 

 図‐2 に電磁式膜厚計を使用して浮き錆厚を測定するとともに，RST を用いてイオン透過抵抗値を計測し

た部位を示す．測定部位は，下流側のウエブプレート，下流側の下フランジ，下フランジ中央部，上流側の

下フランジ，上流側のウエブプレートの５箇所である．図‐3 に測定結果を示す．架橋から約 10 年目と 11
年目，13 年目の値を青色，赤色，緑色で表示している．浮き錆厚が 400μm 未満の場合，RST の計測値が

1KΩ以上である錆は「環境遮断性錆」，それ未満は「未成長錆」と区分 2)されることから，ウエブプレート

は上・下流面ともに保護性錆が形成されている状態であると判断される．これに対して下フランジは，中央

部と上流側ともに 11 年目よりも 13 年目の方が浮き錆厚の値が増加しており，下流側の値に近づいている．

イオン透過抵抗値との関係から「要観察状態を示す錆」の区分に入り，保護性錆は形成されていない． 
 図‐3 に，回収したワッペン試験片について 
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浮き錆厚とイオン透過抵抗値を測定した結果も 
図示している．1 年経過時点では初期錆を形成 
している段階であったが，３年経過時点では， 
浮き錆厚の値が平均 211μm となった．錆粒子 
は若干粗くなり，外観評点は 3 と判断した． 

図‐2  測定部位  
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10年  1 下流側ウェブ
11年  1 下流側ウェブ
13年  1 下流側ウェブ
10年  2 下流側下フランジ下面
11年  2 下流側下フランジ下面
13年  2 下流側下フランジ下面
10年  3 中央下フランジ下面
11年  3 中央下フランジ下面
13年  3 中央下フランジ下面
10年  4 上流側下フランジ下面
11年  4 上流側下フランジ下面
13年  4 上流側下フランジ下面
10年  5 上流側ウェブ
11年  5 上流側ウェブ
13年  5 上流側ウェブ
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I-5：未成長さび(A)
I-4：保護性さび
I-3：未成長さび(B)
I-2：要観察状態を示すさび(A)
I-2'：要観察状態を示すさび(B)
I-1：異常を示すさび
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3年経過時のワッペン試験片 
 
 

1 年経過時のワッペン試験片

 
 
 
 
 
 図‐3  イオン透過抵抗法による錆の環境遮断機能判定図 2) 
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